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総務省は、「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針」（平成17
年３月29日）を示し、全国の地方自治体に対して、一層の行財政改革の推進を図る
ため、行政改革大綱の見直し及び集中改革プランの策定・公表をするよう求めてい
ます。
　これを受け、町では平成17年３月に改定しました大間町行政改革大綱を基に、平
成18年２月、大間町集中改革プランを策定しましたので、その概要をお知らせしま
す。
　なお、詳細については大間町役場ホームページ（http://www.net.pref.aomori.jp/ooma/）
に掲載しておりますのでご覧ください。

大間町集中改革プラン
Ⅰ　事務事業の再編･整理、廃止･統合

　１．事務事業の再編整理等の目標
　　　（平成17年度～平成21年度までの５年間における再編、整理等の目標）

実　施　事　項　等 目　標　年　度
17 18 19 20 21

使用料・手数料の見直し
　斎場使用料の改定 ○
　保育所保育料の見直し ○
　幼稚園保育料の見直し ○
　証明手数料の改定 ○
議会・各種委員会等の見直し
　議員定数の削減（16人→10人） ○
　農業委員定数の削減（12人→８人） ○
　消防委員会の廃止 ○
　議員期末手当の５％削減 ○
特別職・一般職員給与等の削減
　特別職職員期末手当の５％削減 ○
　一般職職員期末手当の４～５％削減 ○
　特殊勤務手当の廃止 ○
　管理職手当の50％削減 ○
　定年退職時特別昇給の廃止 ○
補助金・負担金等の見直し
　町税納期前納付報奨金の削減 ○
　納税貯蓄組合事務費補助金の削減 ○
　下北郡法令外負担金の削減 ○
　敬老年金の廃止 ○
事務事業の見直し
　はまなす駅伝大会開催経費の見直し ○
組織の統廃合
　保育所の統合 ○

大
間
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定

大
間
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定
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Ⅱ　民間委託等の推進（指定管理者制度の活用を含む）
　
　　平成17～21年度までの５年間の取組目標
　　①公の施設についての取組目標

取組み内容（目標内容） 対　象
施設数

取　組
施設数

目標年度

17 18 19 20 21

レクリエーション・スポーツ施設について指
定管理者制度の導入を平成21年度までに検討
施設名　大間町海峡保養センター

２ １ ○

産業振興施設について業務委託を継続
施設名　大間町総合開発センター他３施設 ４ ４ ○

基盤施設について業務委託を継続
施設名　大間町浄化センター他１施設 13 ２ ○

文教施設について施設統合実施
施設名　下手浜及び奥戸保育所 10 ２ ○

医療・社会福祉施設について指定管理者制度
の導入を平成18年度に検討
施設名　特別養護老人ホーム　くろまつ

３ １ ○

医療・社会福祉施設について指定管理者制度
の導入を平成21年度までに検討
施設名　大間温泉養老センター

３ １ ○

　　②公の施設以外の施設についての目標

取組み内容（目標内容） 対　象
施設数

取　組
施設数

目標年度

17 18 19 20 21

全部委託実施済み施設についてはそのまま継続
施設名　奥戸牧場 １ １ ○

一部委託実施済み施設については施設の無料
貸付けを継続
施設名　ｼｸｽﾗｲﾄｸﾘｰﾝﾊｳｽ（花卉栽培施設）

６ １ ○

一部委託実施済み施設についてはそのまま業
務委託を継続
施設名　大間町役場庁舎他４施設

６ ５ ○

全部直営施設についてはそのまま継続
施設名　大間町役場車庫他２施設 ４ ３ ○

　　③その他の事務について

取組み内容（目標内容） 目標年度
取　　組 事　務　業　務　名 17 18 19 20 21

全部業務委託を継続 本庁舎清掃・本庁舎夜間警備・し尿処理・
ホームヘルパー派遣・在宅配食サービス ○

一部業務委託を継続 情報処理及び庁内情報システム維持 ○

全部直営を継続

案内及び受付・電話交換・公用車運転・一
般ごみ収集・学校用務員事務・水道メータ
ー検針・道路維持補修及び清掃等・ホーム
ページ作成及び運営・調査及び集計・総務
関係事務（給与・旅費・福利厚生等）

○
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Ⅲ　

定
員
管
理
の
適
正
化
関
係

　

１　

平
成
17
・
４
・
１
〜
平
成
22
・
４
・
１
ま
で
の
定
員

管
理
の
数
値
目
標

　
　

⑴　

数
値
目
標
の
基
本
的
な
考
え
方

　
　
　
　

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は
、
一
般
行

政
部
門
で
74
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
８
次
定
員
モ
デ

ル
の
試
算
値
71
名
と
比
較
す
る
と
３
名
（
４
・
０
５

％
）
の
超
過
で
あ
る
。
今
後
、
地
方
分
権
に
伴
う
事

務
委
譲
や
増
加
す
る
行
政
需
要
に
は
、
効
率
化
を
推

進
し
定
員
を
縮
減
す
る
も
の
と
し
、
増
員
の
抑
制
に

努
め
、
定
員
モ
デ
ル
試
算
値
71
名
を
下
回
る
70
名
と

目
標
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

⑵　

数
値
目
標
の
設
定
の
仕
方

　
　
　
　

平
成
17
・
４
・
１
〜
平
成
22
・
４
・
１
の
５
ヵ

年
で
一
般
行
政
部
門
職
員
を
70
名
と
し
４
名
（
△

５
・
４
％
）
の
減
員
と
す
る
。
ま
た
、
教
育
部
門

職
員
に
お
い
て
も
13
名
と
し
１
名
（
△
７
・
１
％
）

減
員
と
し
、
普
通
会
計
で
５
名
（
△
５
・
７
％
）
減

員
し
83
名
と
す
る
。
全
体
で
は
、
５
名
（
△
５
・
０

％
）
減
員
し
、
95
名
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

な
お
、
各
年
度
の
部
門
別
増
減
数
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。（
各
年
度
４
月
１
日
）

 区　分

部　門
H17

職　員　増　減　数
増　減
累　計
（率）増

減 H18 増
減 H19 増

減 H20 増
減 H21 増

減 H22

一 般 行 政 部 門 74 0 74 0 74 △1 73 △4 69 1 70 △4
（△5.4%）

教 育 部 門 14 0 14 0 14 0 14 △1 13 0 13 △1
（△7.1%）

普 通 会 計 計 88 0 88 0 88 △1 87 △5 82 1 83 △5
（△5.7%）

公 営 企 業 等 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0
（0.0%）

総 合 計 100 0 100 0 100 △1 99 △5 94 1 95 △5
（△5.0%）

 区　分
内　訳 （18-17年）（19-18年）（20-19年）（21-20年）（22-21年） 増　減

累　計

定年退職者 0 △2 △3 △7 0 △12

採 用予定者 0 2 2 2 1 7

増 減 員 計 0 0 △1 △5 1 △5

　

⑶　

採
用
者
・
退
職
者
の
見
込
み

　
　
　

平
成
17
・
４
・
１
〜
平
成
22
・
４
・
１
の
５
ヵ
年

の
総
職
員
の
採
用
者
及
び
退
職
者
の
見
込
み
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

２　

平
成
11
・
４
・
１
〜
平
成
16
・
４
・
１
ま
で
の
純

減
実
績

　
　

⑴　

過
去
の
純
減
実
績
の
内
容
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 区　分

内　訳
H11

（12－11年）（13－12年）（14－13年）（15－14年）（16－15年） 増　減
累　計H12 増減 H13 増減 H14 増減 H15 増減 H16 増減

一般行政部門 90 89 △1 86 △3 83 △3 80 △3 76 △4 △14
（△15.6%）

教 育 部 門 20 20 0 20 0 19 △1 16 △3 15 △1 △5
（△25.0%）

普通会計計 110 109 △1 106 △3 102 △4 96 △6 91 △5 △19
（△17.3%）

公営企業等 11 10 △1 12 2 13 1 13 0 12 △1 1
（9.1%）

総 合 計 121 119 △2 118 △1 115 △3 109 △6 103 △6 △18
（△14.9%）

　
　
　
　

過
去
５
ヵ
年
の
総
計
で
は
△
18
名
の
減
員
と
な

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

4
月
以
降
55
歳
昇
給
停
止
と
し
た
。
ま
た
、
昇
給
運

用
や
昇
格
基
準
及
び
退
職
手
当
支
給
率
等
に
つ
い
て

は
、
規
定
の
と
お
り
運
用
さ
れ
て
あ
り
、
今
後
も
必

要
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
審
議
し
見
直
し
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　

１　

諸
手
当
の
点
検
の
実
施

　
　

⑴　

特
殊
勤
務
手
当
の
適
正
化

　
　
　
　

特
殊
勤
務
手
当
は
、
毎
年
見
直
し
を
実
施
し
、

平
成
17
年
度
で
は
、
危
険
作
業
手
当
の
廃
止
を
行

い
、
平
成
18
年
度
か
ら
は
、
７
つ
の
特
殊
勤
務
手

当
（
町
税
事
務
手
当
、
畜
産
作
業
手
当
、
保
健
師

手
当
、
保
育
士
手
当
、
教
諭
手
当
、
清
掃
業
務
手

当
、
現
場
作
業
手
当
）
を
廃
止
し
、
行
旅
死
亡
人

処
理
作
業
手
当
を
新
設
し
、
感
染
症
防
疫
作
業
手

当
の
２
つ
の
み
の
手
当
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

⑵　

そ
の
他
の
手
当
の
適
正
化

　
　
　
　

そ
の
他
の
手
当
の
適
正
化
と
し
て
、
平
成
18
年

度
は
、
管
理
職
手
当
を
見
直
す
予
定
で
あ
る
。

　

２　

技
能
労
務
職
の
給
与
の
見
直
し

　
　
　
　

技
能
職
等
の
給
料
表
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
切

替
え
方
法
等
を
検
討
し
、
平
成
21
年
度
を
目
標
に

国
公
準
拠
に
繫
が
る
よ
う
適
正
化
に
努
め
る
。

　

３　

そ
の
他

　
　
　
　

技
能
労
務
職
は
、
現
在
民
間
委
託
の
方
針
で
職

員
採
用
を
見
送
っ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
廃
止
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

３　

定
員
適
正
化
計
画
の
見
直
し
状
況

　
　

⑴　

見
直
し
の
経
緯
、
内
容
等

　
　
　
　

現
在
の
定
員
適
正
化
計
画
で
は
、
平
成
11
年
度

〜
平
成
16
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
で
、
総
職
員
数
を

１
２
１
名
か
ら
１
１
７
名
の
△
４
名
（
△
３
・
３

％
）
減
員
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
実
績
と
し
て
△

18
名
の
減
員
と
目
標
を
大
幅
に
上
回
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
　

今
回
の
平
成
17
・
４
・
１
〜
平
成
22
・
４
・
１

ま
で
の
定
員
適
正
化
計
画
の
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
一
般
行
政
部
門
で
、
定
員
モ
デ
ル
試
算
値
を

更
に
１
名
下
回
る
目
標
を
掲
げ
、
効
率
的
な
行
政

運
営
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
総
職
員

数
で
は
△
５
名
の
減
員
を
目
標
と
す
る
。
具
体
的

に
は
、
退
職
者
補
充
で
は
必
要
最
小
限
の
補
充
と

し
、
大
幅
な
減
員
と
な
る
平
成
21
、
22
年
で
は
、

組
織
機
構
の
改
革
等
で
ス
リ
ム
化
や
電
子
化
を
目

指
し
、
民
間
委
託
の
推
進
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
採
用
者
に
あ
っ
て
は
、
職
務
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
計
画
的
な
採
用
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

Ⅳ　

給
与
の
適
正
化
関
係

　
　

給
与
制
度
の
基
本
と
対
策

　
　
　

大
間
町
の
給
与
制
度
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
国

家
公
務
員
の
人
事
院
勧
告
及
び
青
森
県
人
事
委
員
会

に
準
拠
し
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
高
齢
者

の
昇
給
に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
３
月
ま
で
58
歳
昇

給
延
伸
、
60
歳
昇
給
停
止
で
あ
っ
た
が
、
平
成
16
年
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Ⅴ　第三セクターの見直し

既存法人の見直し
　１．第三セクターの統廃合・整理等見直しに関する総合的な指針・計画の策定
　　　17年度～21年度までの５年間の取組目標

取組み内容（目標内容） 対　象
法人数

取　組
法人数

目　標　年　度

17 18 19 20 21

第三セクターの整理等に関する指針を策定 １ １ ○

　２．第三セクターの統廃合・整理等見直しの実施予定
　　　17年度～21年度までの５年間の見直しの状況

取組み内容（目標内容）
目　標　年　度

17 18 19 20 21

大間町土地開発公社の廃止の検討 ○

大間町土地開発公社の廃止を予定 ○

監査・点検評価・情報公開の体制等
　１．監査及び点検評価の実施状況と今後の整備目標
　　　17年度～21年度までの５年間の取組目標

取組み内容（目標内容）
目　標　年　度

17 18 19 20 21

町監査委員による大間町土地開発公社の監査の実施を検討 ○

町監査委員による大間町土地開発公社の監査の実施を予定 ○

　２．情報公開実施状況及び取組目標
　　　17年度～21年度までの５年間の見直しの状況

見直し内容（目標内容）
目　標　年　度

17 18 19 20 21

大間町土地開発公社の財務諸表を広報誌に掲載 ○
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１
．
経
営
改
革
の
推
進

　

①　

17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
取
組
内
容

２
．
定
員
管
理
・
給
与
の
適
正
化

　

①　

17
年
４
月
１
日
か
ら
21
年
４
月
１
日
ま
で
の
定

員
管
理
の
数
値
目
標

　

②　

17
年
４
月
１
日
か
ら
21
年
４
月
１
日
ま
で
の
諸

手
当
の
総
点
検
結
果

１
．
経
営
改
革
の
推
進

　

①　

17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
取
組
内
容

２
．
定
員
管
理
・
給
与
の
適
正
化

　

①　

17
年
４
月
１
日
か
ら
21
年
４
月
１
日
ま
で
の
定

員
管
理
の
数
値
目
標

　

②　

17
年
４
月
１
日
か
ら
21
年
４
月
１
日
ま
で
の
諸

手
当
の
総
点
検
結
果

１
．
経
営
改
革
の
推
進

　

①　

17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
取
組
内
容

２
．
定
員
管
理
・
給
与
の
適
正
化

　

①　

17
年
４
月
１
日
か
ら
21
年
４
月
１
日
ま
で
の
定

員
管
理
の
数
値
目
標

　

②　

17
年
４
月
１
日
か
ら
21
年
４
月
１
日
ま
で
の
諸

手
当
の
総
点
検
結
果

海
峡
保
養
セ
ン
タ
ー
事
業

 

集
中
改
革
プ
ラ
ン

１　

収
入
確
保
策

　

⑴
使
用
料
の
増
収
対
策

　

・
浴
室
改
修
に
よ
る
入
館
者
の
増
を
図
る
…
18

年
度
か
ら
２
０
０
０
千
円
／
年

２　

支
出
削
減
方
策

　

⑴
物
件
費
の
節
減

　

・
19
年
度
５
０
千
円
削
減
し
、
20
年
度
以
降

１
０
０
千
円
ず
つ
削
減
…
19
年
度
か
ら

　

・
大
間
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
Ⅲ
定
員
管
理
の

適
正
化
関
係
を
参
照
願
い
ま
す
。

　

・
大
間
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
Ⅰ
事
務
事
業
の

再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合
及
び
Ⅳ
給
与
の

適
正
化
関
係
を
参
照
願
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
集
中
改
革
プ
ラ
ン

水
道
事
業
集
中
改
革
プ
ラ
ン

１　

収
入
確
保
策

　

⑴
料
金
の
見
直
し

　

・
料
金
値
上
げ
（
改
定
率
平
均
３
％
）
…
21
年

度
か
ら

　

⑵
接
続
率
の
向
上
策

　

・
地
区
説
明
会
等
の
実
施
に
よ
り
毎
年
10
％
ず

つ
接
続
率
向
上
…
18
年
度
か
ら
１
２
０
０
千

円
／
年

２　

支
出
削
減
方
策

　

⑴
物
件
費
の
節
減

　

・
19
年
度
５
０
千
円
削
減
し
、
20
年
度
以
降

１
０
０
千
円
ず
つ
削
減
…
19
年
度
か
ら

　

・
大
間
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
Ⅲ
定
員
管
理
の

適
正
化
関
係
を
参
照
願
い
ま
す
。

　

・
大
間
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
Ⅰ
事
務
事
業
の

再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合
及
び
Ⅳ
給
与
の

適
正
化
関
係
を
参
照
願
い
ま
す
。

１　

収
入
確
保
策

　

⑴
未
収
金
の
徴
収
対
策

　

・
給
水
停
止
措
置
を
含
め
戸
別
訪
問
を
継
続
…

17
年
度
か
ら
５
０
０
千
円
／
年

　

⑵
有
収
率
の
向
上
策

　

・
漏
水
調
査
を
業
務
委
託
し
年
２
・
４
％
の
向

上
を
図
る
…
18
年
度
か
ら

２　

支
出
削
減
方
策

　

⑴
物
件
費
の
節
減

　

・
18
年
度
１
０
０
千
円
削
減
し
、
19
年
度
以
降

５
０
千
円
ず
つ
削
減
…
18
年
度
か
ら

　

・
大
間
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
Ⅲ
定
員
管
理
の

適
正
化
関
係
を
参
照
願
い
ま
す
。

　

・
大
間
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
Ⅰ
事
務
事
業
の

再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合
及
び
Ⅳ
給
与
の

適
正
化
関
係
を
参
照
願
い
ま
す
。
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寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
真
冬
日
と

な
っ
た
１
月
22
日
（
日
）、
40

団
体
52
チ
ー
ム
、
２
７
４
名
の

参
加
者
で
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
た

大
間
中
体
育
館
で
「
第
42
回
大

間
町
少
年
剣
道
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
、
日
々
稽
古

に
励
ん
で
い
る
選
手
が
集
ま
り
、

白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
大
間
町
体
育
協
会

（
会
長　

廣
谷
亮
介
）
が
県
教

育
委
員
会
よ
り
社
会
体
育
優
良

団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
に
町
民
の
健
康
増

進
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を

目
的
に
設
立
さ
れ
、
以
後
、
町

民
を
対
象
と
し
た
各
種
大
会
を

各
部
自
主
活
動
で
実
施
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

中
・
高
校
部
活
動
へ
の
技
術
指

導
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
町

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く
貢

献
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

団体戦小学校の部で優勝した大間小
男子チーム

自分の番でないときは、力いっぱい
仲間を応援です。

上 位 入 賞 者 一 覧
団体戦

 （敬称略）

区　分 優　　　勝 準　優　勝 第　３　位

小
学
校
の
部

男　子 大間小学校 三沢少年剣道隊 尚道館（青森市） 北魂会（大間町）

女　子 東北町少年剣道隊 三沢少年剣道隊 大間小学校 青森玄武館

中
学
校
の
部

男　子 尚道館（青森市） 大間中学校 天間舘中学校 東北中学校

女　子 大間中学校

個人戦

区　分 優　　　勝 準　優　勝 第　３　位

小
学
校
男
子

４年生以下 向谷地史和
（三沢スポーツ少年団）

武久　雄哉
（三沢少年剣道隊）

村川　雄斗
（最北少年剣士隊）

久保　友貴
（志道館）

５　年　生 佐々木駿人
（大間小学校）

伝法　啓介
（北魂会）

立田　勇希
（尚道館）

鳥谷部広大
（天間林少年剣士隊）

６　年　生 倉本　　潤
（大間小学校）

大高　雄大
（三沢少年剣道隊）

成田　　海
（尚道館）

小濱　徹也
（大間小学校）

同　

女　

子

４年生以下 山田佳也子
（柏葉少年剣士隊）

田中　瑞生
（柏葉少年剣士隊）

中村　翔子
（東北町スポーツ少年団）

葛西さやか
（大湊養成会）

５・６年生 成田　詩麻
（尚道館）

篠塚　　光
（三沢少年剣道隊）

寺嶋えりか
（平内剣心会）

新山加奈子
（柏葉少年剣士隊）

中学校男子 石戸　大樹
（大間中学校）

菊池　正真
（大間中学校）

附田　智大
（天間舘中学校）

碇谷　悠也
（奥戸中学校）

同　女　子 古川　聖巳
（大間中学校）

蛯子　礼奈
（大間中学校）

米澤　佳代
（大間中学校）

番匠　麻美
（大間中学校）

中学男子個人戦決勝は石戸君と菊池君の大間中
同士となりました。

大 間 町
少 年 剣 道 大 会

町
体
育
協
会
�

優
良
団
体
表
彰
�
受
賞

町
体
育
協
会
�

優
良
団
体
表
彰
�
受
賞
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作
り
ま
す
が
、
葉
の
部
分
を
形

作
る
の
に
悪
戦
苦
闘
。
参
加
者

同
士
で
も
教
え
合
い
な
が
ら
、

お
よ
そ
２
時
間
か
け
て
作
り
上

げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
ベ
コ
も
ち
に
包
丁
を

入
れ
、
き
れ
い
な
菊
の
図
柄
が

現
れ
る
と
あ
ち
こ
ち
で
「
き
れ

い
！
」
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

湯
船
で
の
地
元
漁
師
と
の
語

ら
い
を
楽
し
ん
だ
人
、
ベ
コ
も

ち
の
虜
に
な
っ
た
人
、
皆
さ
ん

大
間
の
魅
力
を
満
喫
し
た
旅
と

な
り
ま
し
た
。

　

農
村
漁
村
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
２

月
９
日
（
木
）
お
お
ま
温
泉
海

峡
保
養
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

現
在
活
動
中
の
女
性
団
体
で
あ

る
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
、
漁
協

女
性
部
や
県
か
ら
認
定
さ
れ
た

Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
の
方
と
、

下
北
地
方
農
林
水
産
事
務
所
の

ほ
か
、
町
長
、
両
漁
協
組
合
長
、

な
ど
関
係
者
が
集
ま
り
、
懇
談

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、「
大
間
漁
協

直
売
所
で
『
15
の
市
』
が
毎
月

行
わ
れ
て
い
る
が
、
お
客
の
ほ

と
ん
ど
が
地
元
住
民
な
の
で
、

マ
グ
ロ
食
ツ
ア
ー
な
ど
の
現
在

行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を
結

び
つ
け
る
な
ど
し
、
も
っ
と
集

客
で
き
な
い
か
。」「
休
耕
地
を

利
用
し
て
何
か
農
業
分
野
で
の

イ
ベ
ン
ト
（
オ
コ
ッ
ペ
い
も
の

収
穫
体
験
な
ど
）
が
で
き
な
い

か
。」
な
ど
様
々
な
提
案
が
出

る
な
ど
、
現
在
の
活
動
を
も
う

一
度
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
展

開
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
、
全
国
か
ら
参

加
者
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た

「
マ
グ
ロ
食
ツ
ア
ー
＆
ベ
コ
も

ち
の
旅
」。
今
回
も
お
お
ま
温

泉
海
峡
保
養
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
晩
は
、
マ
グ
ロ
尽

く
し
の
料
理
を
食
べ
な
が
ら
の

歓
迎
会
と
な
り
、
ツ
ア
ー
参
加

者
は
祭
り
の
映
像
と
と
も
に
稲

荷
丸
の
若
手
た
ち
の
「
稲
荷
丸

囃
子
」
を
観
賞
。
続
い
て
目
の

前
で
の
海
鳴
り
太
鼓
の
演
奏
、

北
通
り
ソ
ー
ラ
ン
会
の
ソ
ー
ラ

ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
オ
ー
ロ
ラ
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
を
先
生

に
迎
え
て
の
「
小
菊
」

の
ベ
コ
も
ち
作
り
体
験
。

先
生
の
説
明
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
花
や
葉
を

男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
社
会
へ

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
談
会

※ViC（ヴィック）・ウーマン
　Village Conductor of Womanの略称で、
「地域のよりよい『農林水産業とくらし』
を指揮する女性リーダー」を意味し、知事
が認定する

「
大
間
マ
グ
ロ
食
ツ
ア
ー　
　
　
　
　

　
　
　

＆
ベ
コ
も
ち
作
り
体
験
の
旅
」

堅

各団体が持ち寄った特産品の料理を食べながら、
率直な意見を出し合いました。

なかなか進まない男性陣、奥さんから
厳しい指導が…。
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【学校教育全般にかかわるアンケート】

　いい方向に達成されていると判断できる割合
【学習指導にかかわるアンケート】

設　問　内　容 達成割合

設問１ 児童の勉強に一生懸命に取り組
む姿勢 78%

設問２ 先生方の熱心さ 81％
設問３ 授業時間以外の指導 52%
設問４ 一人一人を大切にした学習指導 51%
設問５ 家庭学習のこと 68%

設問６ 参観日や個人面談などでの学習
状況のわかりやすさ 86%

設問７ 通信表での学習状況のわかりや
すさ 87%

設問８ 授業が楽しい 65%
設問９ 基礎的・基本的な学力の定着 71%
設問10 進んで勉強に取り組む姿勢 52%

設　問　内　容 達成割合
設問１ 学校の教育方針の伝わりやすさ 63%
設問２ 各種たよりでの情報の伝達 85%

設問３ なかよく楽しい学校生活を過ご
しているか 89%

設問４ 児童生徒は、先生方を信頼して
いるか 87%

設問５ 児童生徒と先生方の間の良好な
関係 79%

設問６ 担任の学級経営に対する熱心さ 84％
設問７ 学校の教育に対する疑問や不満 42％

　ほぼ、いい方向に達成されていると判断できる
（例えば設問１で、学校の教育方針が①伝わって
いる、と②おおむね伝わっていると回答）割合が
80％以上であれば、ほぼ期待通りだと言っても良
いのではないでしょうか。
　そういう点から考えると、設問１と設問７を除
けば、ほぼ好ましい状況であると言えます。
　ただし、設問５の「あなたの学校の児童と先生
との間には良好な関係が築かれていますか」につ
いては、“①築かれている”、“②おおむね築かれ
ている”の合計が79％と微妙なところではありま
すが…。
　80％以下のやや達成状況が低かったのは、設問
１「学校の教育方針の伝わり方」と設問７「学校
の教育に対する疑問や不満」に関する項目です。
　設問１で、学校の教育方針の伝わり方の割合を
学校ごとに分析してみると、“①伝わっている”
と“②おおむね伝わっている”の割合は、大間小
学校では、それぞれ14.4％、45.9％、合計60.3％
に対し、奥戸小学校では27.6％、53.4、合計81％
とほぼ達成されている結果を示しています。この
ことに関しては、参観日での説明や学校・学級通
信での情宣活動など両校とも同じような取り組み
だと思われますが、そのような機会に参加してい
るかどうか、学校からの通信を読むように心がけ
ているかどうかといった保護者の受け止め方の問
題が大きいのではないかと思われます。
　一方設問７の学校教育に対しての疑問や不満
については、さらに低い達成率で、今後両校とも
努力を要する部分です。この設問で、疑問や不満
を“③あまり感じない”“④感じたことがない”
という割合は、それぞれ39.6％、9.6％、合計では
49.2％と50％にわずかにとどかず、まず最低でも
疑問や不満を感じない部分で過半数にまで引き上
げられるようにしたいものです。

　単に、ひとつのアンケートの結果だけで論じ
るのはかなり説得力に欠くのですが、期待される
方向に達成されている順に言うと、最も達成率が
高かったのは設問７の「通信表の学習状況のわか
りやすさ」で、次いで設問６の「参観日や個人面
談などでの学習状況のわかりやすさ」、設問２の
「先生方の熱心さ」と続き、ここまでは80％をこ
えているのでほぼ良好な状況であると言ってもよ
いのではないでしょうか。
　一方、低い達成率にとどまった「授業時間以外
の指導」、「進んで勉強に取り組む姿勢」、「一人
一人を大切にした学習指導」については、それぞ
れ学校の取り組みを今一度ふり返り、さらに実効
あるものにしていく努力と、努力していることを
保護者にも理解してもらえるような工夫も必要か
もしれません。
　特に、大間小学校における長期休業中の補習な
どについては学校での努力を通して、家庭・保護
者にも努力しなければならないという意識を持た
せる上でも価値ある実践ではないでしょうか。
　また、個別指導を行っても、その際に言われた
課題をやらずにまた同じことを繰り返す児童も少
なくないという報告もあり、本人がわかろうとす
る気持ち、「勉強しなければ」という意欲が持て
るかどうかが最終的には決定的な要素ではないか
と考えます。

【大間町の教育について（記述欄）】
　学校で対応すべきことについては、各校で責任
を持って対応し、参観日、学校便り等で見解を述
べますが、町や教育委員会で対応すべきことにつ
いては、議会でも取り上げられ検討されてきてい
る問題でもあり、町の広報や議会だよりなどを通
して保護者や町民の皆さんに説明責任を果たして
いくことになると思います。

《大間町学力向上研究会保護者アンケート》の結果から
小学校分
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大
間
町
学
力
向
上
研
究
会
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
進
ん

で
学
習
に
取
り
組
み
、
学
ん
だ

こ
と
を
確
実
に
身
に
つ
け
て
い

け
る
よ
う
に
、
大
間
町
独
自
の

漢
字
、
計
算
、
英
単
語
テ
ス
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
大
間
町
の
全
小

中
学
生
を
対
象
に
始
め
ま
し
た

が
、
今
回
は
そ
の
取
り
組
み
の

お
知
ら
せ
を
兼
ね
て「
満
点
賞
」

受
賞
者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
漢
字
テ
ス
ト
満
点
賞
◆

◇
小
学
校
第
一
学
年

　

大
西　

涼
太
、
田
澤
果
名
子

　

傳
法　

桜
乃
、
金
澤　

萌
香

　

吉
本　

雄
登
、
蝦
名　

陸
斗

　

工
藤　

直
輝
、
傳
法　

拓
人

　

遠
藤　

孝
希
、
蛯
子　

優
介

　

佐
々
木
真
斗
、
古
川　

航
平

　

成
田　
　

遥
、
米　

香
菜
子

　

石
戸　

夢
乃
、
渡
邊　

紗
菜

　

岩
泉
美
羽
奈
、
伊
藤　
　

舞

 

（
以
上
大
間
小
）

◇
小
学
校
第
二
学
年

　

佐
藤
龍
之
介
、
笹
谷　

琴
音

 

（
以
上
奥
戸
小
）

◇
小
学
校
第
三
学
年

　

澁
田　

怜
央 

（
大
間
小
）

◇
小
学
校
第
四
学
年

　

横
山　

翔
一
、
小
浜　

涼
香

　

菊
池　

観
月
、
佐
々
木
麻
衣

　

山
本
奈
々
美
、
山
﨑
千
佳
子

 

（
以
上
大
間
小
）

　

仙
台　
　

円
、
大
久
保
未
来

　

萬
谷
友
里
那
、
岡
部　

勇
平

　

平
田　

大
実
、
小
谷　

幸
妃

　

柳
谷　

直
人（
以
上
奥
戸
小
）

◇
小
学
校
第
五
学
年

　

伝
法　

優
樹
、
竹
村　

修
貴

　

田
澤
葉
名
子
、
齋
藤　

愛
莉

　

伊
藤　

優
輔
、
蝦
名　

凌
斗

　

佐
々
木
葉
月
、
山
本　

彩
嘉

 
（
以
上
大
間
小
）

　

川
内　

美
穂
、
柳
谷　

知　

　

笹
谷　

太
成（
以
上
奥
戸
小
）

◇
小
学
校
第
六
学
年

　

伴　
　

翔
太
、
伊
藤　

賢
也

　

田
中　

省
吾
、
村
川　

遼　

　

新
田　

真
子
、　

南　

京
兵

　

伊
藤　

耕
陽
、
笠
井　

大
貴

　

小
濱　

徹
也
、
倉
本　
　

潤

　

篠
崎　

辰
矢
、
渋
田　

直
人

　

渋
田　

龍
幸
、
伊
藤　

翔
馬

　

大
西　

佑
介
、
竹
村
香
奈
子

　

杉
本　

真
奈
、
新
田　

梨
奈

　

兔
内　

香
菜
、
和
田
香
奈
美

　

金
澤　

鮎
美
、
奥
本　

真
衣

 

（
以
上
大
間
小
）

　

大
畑　

瑞
希
、
佐
々
木
由
紀

　

能
戸　

健
寛
、
佐
藤　

美
子

 

（
以
上
奥
戸
小
）

◇
中
学
校
第
一
学
年

 

（
受
賞
者
な
し
）

◇
中
学
校
第
二
学
年

　

佐
藤　

里
菜 

（
大
間
中
）

◇
中
学
校
第
三
学
年

　

倉
本　
　

健
、
楢
山　

美
咲

 

（
以
上　

大
間
中
）

◆
計
算
テ
ス
ト
満
点
賞
◆

◇
小
学
校
第
一
学
年

　

伊
藤　
　

淳　

、
駒
嶺　

輝

　

新
田　

隼
希
、
大
野　

祐
汰

　

田
澤
果
名
子
、
山
崎　

由
依

　

蝦
名　

陸
斗
、
遠
藤　

孝
希

　

佐
々
木
真
斗
、
古
川　

航
平

　

成
田　
　

遥
、
石
戸　

夢
乃

　

伊
藤　
　

舞（
以
上
大
間
小
）

　

新
田　
　

黎
、
小
谷　

佳
奈

　

佐
々
木　

星

 

（
以
上
奥
戸
小
）

◇
小
学
校
第
二
学
年

　

伊
藤　

鷹
也
、
三
国
谷
歩
斗

　

伊
藤　

祐
実
、
石
戸　

沙
奈

 

（
以
上
大
間
小
）

　

寺
岡　

修
平
、
佐
藤
龍
之
介

　

小
谷　

泰
輝 
（
以
上
奥
戸
小
）

◇
小
学
校
第
三
学
年

　

古
川　

拓
也
、
澁
田　

怜
央

　

田
中　
　

蓮
、
伊
藤　
　

龍

　

筑
田　

綺
子
、
和
田　

千
春

　

原　
　

咲
月
、
熊
谷　

麗
愛

　

吉
田　

夏
菜
、
菊
池　

涼
香

　

伊
藤　

成
未
、
渡
邊　

紗
恵

 

（
以
上
大
間
小
）

　

佐
藤　

佳
樹
、
岡
部　

将
太

　

高
松　

里
菜 

（
以
上
奥
戸
小
）

◇
小
学
校
第
四
学
年

　

田
澤
実
名
子
、
成
田　

拓
也

　

西
山　

耀
士 

（
以
上
大
間
小
）

　

仙
台　
　

円
、
金
澤　

和
康

　

平
田　

大
実
、
柳
谷　

直
人

 

（
以
上
奥
戸
小
）

◇
小
学
校
第
五
学
年

　

伝
法　

優
樹
、
伊
藤　

将
臣

　

吉
田　

恭
一
、
野
﨑　

竜
星

　

田
澤
葉
名
子
、
米
澤　

摩
耶

 

（
以
上
大
間
小
）

　

川
内　

美
穂
、
柳
谷　
　

知

　

佐
々
木
翔
大
、
笹
谷　

太
成

 

（
以
上
奥
戸
小
）

◇
小
学
校
第
六
学
年

　

伴　
　

翔
太
、
南　
　

智
弥

　

南　
　

将
平
、
伊
藤　

喜
紀

　

熊
谷　

美
里
、
山
本　

真
意

　

笠
井　

大
貴
、
伊
藤　

翔
馬

　

大
西　

佑
介
、
竹
村
香
奈
子

　

新
田　

梨
奈
、
兔
内　

香
菜

　

金
澤　

鮎
美 

（
以
上
大
間
小
）

　

平
田　

昌
敬
、
佐
藤　

美
子

　

中
村　
　

聖
、
野
村　

友
子

 

（
以
上
奥
戸
小
）

◇
中
学
校
第
一
学
年

　

松
原　

悠
平 

（
大
間
中
）

　

笹
谷　

リ
サ 

（
奥
戸
中
）

◇
中
学
校
第
二
学
年

　

飯
田　
　

勝
、
大
西　

悠
香

　

佐
藤　

里
菜
、
番
匠
真
里
奈

 

（
以
上
大
間
中
）

　

奥
本　

恵
太
、
中
村　
　

響

　

大
坂　

由
依 

（
以
上
奥
戸
中
）

◇
中
学
校
第
三
学
年

　

熊
谷　

丈
哉
、
立
花　

賢
太

　

傳
法　

一
輝 

（
以
上
大
間
中
）

　

小
杉　
　

光
、
望
月
な
ぎ
さ

　

山
本　

依
里 

（
以
上
奥
戸
中
）

◆
英
単
語
テ
ス
ト
満
点
賞
◆

◇
中
学
校
第
一
学
年

　

蛯
子　

礼
奈
、
松
原　

悠
平

 

（
以
上
大
間
中
）

◇
中
学
校
第
二
学
年

　

大
西　

悠
香
、
佐
藤　

里
菜

　

飛
野　

彩
香
、
蝦
名　

雪
音

　

熊
谷　
　

愛 

（
以
上
大
間
中
）

　

川
内　

裕
介
、
中
村　
　

響

　

萬
谷　

幸
毅
、
大
坂　

由
衣

　

小
谷　

汐
里
、　

林　

風
夏

 

（
以
上
奥
戸
中
）

◇
中
学
校
第
三
学
年

　

竹
村
亜
沙
子
、
蛯
子　

勇
人

　

成
田　

若
奈 

（
以
上
大
間
中
）

　

和
田　

健
太
、
笹
谷　

千
穂

　

増
山　

祥
子
、
山
本　

依
里

　

佐
々
木
瑛
李
花
、

　

我
妻　

舞
子 

（
以
上
奥
戸
中
）

　

百
個
の
問
題
を
全
問
正
解
し

な
け
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
「
満

点
賞
」
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
受
賞
し
た
皆
さ
ん
の

努
力
を
心
か
ら
讃
え
ま
す
。

大
間
町
学
力
�
�
�

 

�
満
点
賞
�



12

　

「
食
事
」
は
私
た
ち
が

生
き
て
い
く
上
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
大
事
な

も
の
で
す
。
特
に
子
ど
も

た
ち
は
自
分
で
食
べ
る
も

の
を
考
え
準
備
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
大
人
が
考
え
て

あ
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
小
さ
い
頃
の
食
生
活

は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

健
康
な
身
体
を
つ
く
る
た

め
に
、
ま
ず
は
「
食
事
」

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

下
記
の
表
は
、
大
間
町

の
子
ど
も
た
ち
の
肥
満
傾

向
を
表
し
て
い
ま
す
。
小

学
校
一
年
生
の
男
子
で
は

30
％
以
上
が
肥
満
傾
向
に

あ
り
、
全
体
的
に
見
て
も

男
子
の
肥
満
傾
向
が
高
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
女

子
は
中
学
校
に
入
る
と
肥

満
傾
向
が
高
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
大
間
町
の
子

ど
も
の
肥
満
傾
向
は
、
全

国
と
比
べ
て
も
高
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　

原
因
と
し
て
は
、
食
事

と
運
動
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
特
に
、
朝
食

は
、
一
日
の
パ
ワ
ー
の
源

で
す
。
朝
食
を
し
っ
か
り

食
べ
て
い
な
い
と
体
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
め
よ
う

と
し
て
脂
肪
が
つ
き
や
す

く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は

脳
が
目
覚
め
な
い
ま
ま
に

授
業
が
始
ま
っ
て
し
ま
う

た
め
集
中
で
き
な
い
、
落

ち
着
き
が
な
く
キ
レ
や
す

い
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

「
朝
食
を
し
っ
か
り
と

っ
て
頭
も
身
体
も
ス
ッ
キ

リ
さ
せ
る
」
こ
と
が
大
事

で
す
。

　

ま
ず
は
、
朝
食
を
し
っ

か
り
と
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

定　期　健　診　の　ス　ス　メ
　「歯が痛い、歯が動いている、歯肉が腫れた、噛めない」と言って歯科を受診する人が大半であった
時代が長く続いていました。「歯科医院は歯が悪くなったらいくところ」と考える人が多いと思います。
歯の治療が終わって治ったと思っている場合でも、その後も使われ続ける歯は日々状況が変化するし、
食生活や歯磨きなどの状況によっては再び歯が悪くなってしまうこともあります。歯の健康を守るた
めには、日ごろの健康な状態においても、数ヶ月に一度は歯の状態をチェックし、歯に付いている汚
れを取り除いたり、歯や歯肉に異常があれば早めに適切な処置をするなど、定期健診を受けることが
とても大切です。
　定期健診ではPMTC（Professional　Mechanical　Tooth　Cleaning＝専門家による機械的歯面清
掃）という歯の清掃を行います。まず、来院された方の口の中をみて、歯垢の付着状態はどうか？歯
肉の状態はどうか？歯の表面の汚れ具合はどうか？新しい虫歯が出来ていないか？をチェックします。
そして、超音波スケーラー、ハンドスケーラー、回転ブラシ、ラバーカップなど歯科にある機械や、
歯間ブラシやフロスなどの清掃用具を使い、歯についている歯垢や歯石を除去します。このときに、
「バイオフィルム」というむし歯や歯周病の原因菌を守っているバリアーを壊すこともできるので、
むし歯や歯周病の原因菌を少なくすることができるし、歯垢の再付着を防ぐことができます。
　PMTCによって歯周病・むし歯の予防をするのでもいいし、歯がつるつるになって気持ちがいいか
ら歯科医院を受診するというのでもいいです。「痛いから歯医者に行く、なんともないから歯医者に行
く必要がない」という古い考え方をやめて、「きれいになれるから、気持ちがいいから、健康を維持し
たいから歯科医師や歯科衛生士に診てもらう」と感覚で歯科医院を受診してみてください。

　　　すくすく元気な子どもをつくろう！
　　　　　～ 朝食をしっかり食べて肥満の子どもを減らそう～
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

〜
弥や

よ
い生

〜　

※お問い合わせ・詳細については、役場住民福祉課まで（内線41番）

　医師不在のため、３月31日（金）は、整形
外科診療を休診いたします。
　患者の皆さまには、ご迷惑をおかけします
が、ご了承ください。
 （国保大間病院）

 （大間町役場出納室）
◎収納代理金融機関の指定について
　青森県信用漁業協同組合連合会を平成18年３月１日付
けで指定します。
　なお、収納事務は大間代理店（大間漁協事務所内）・
奥戸代理店（奥戸漁協事務所内）で取り扱いますので税
金等の公共料金の支払いに活用できます。

◎収納代理金融機関の指定取消しについて
　大間漁業協同組合を平成18年２月28日付けで指定取消
しとします。

　町の住民情報システムが平成18年４月より、
新システムでの運用となります。
　これに伴い、役場より発行される各種証明
書類（住民票、所得証明書など）や納付書等
（各税納付書、課税明細、水道・下水道納入
済通知書など）の様式が変更になります。お
手元に届きました帳票につきまして、不明な
点などございましたら、お手数でも各担当ま
でご連絡ください。
　また、これまでのシステムとは操作方法が
異なることから、現在、データの移行作業と
併せて操作研修等実施し住民サービスの低下
とならないよう努めているところですが、新
システムの稼動直後は窓口で多少お待たせす
ることもあるかもしれませんが、ご容赦くだ
さいますようお願いいたします。
 役場　TEL　３７－２１１１

住民情報システム更新整形外科休診について

大間町収納代理金融機関の　　　
　　　　　　　　　変更について
大間町収納代理金融機関の　　　
　　　　　　　　　変更について

事業内容 期　日 場　　　所 時　　　間　　　帯

食生活改善推
進員養成講座 ３月３日(金) 佐 井 村 役 場 10：00 ～ 15：30

〃 ３月８日(水) 〃 〃

ハ ロ ー
ベビールーム ３月９日(木)

北 通 り
総合文化センター
ウ イ ン グ1階 和 室

①受付　９：40 ～ 10：00
　対象　生後４～５ヵ月児
②受付　13：10 ～ 13：30
　対象　生後７～８ヵ月児

３ 種 混 合
予 防 接 種 ３月15日(水) 大 間 病 院 受付　13：30 ～ 14：00

対象　H10.10 ～H17.11月生

陽だまりの会 ３月23日(木)
北 通 り
総合文化センター
ウ イ ン グ

13：00 ～ 15：30

基 本 健 診
事 後 指 導 ３月24日(金) 漁業活性化センター 未　定

献 血 ３月28日(火)
大 間 町 役 場 ９：30 ～ 12：00

大 間 病 院 前 13：30 ～ 16：30
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が
付
与
さ
れ
ま
す
。

﹇
給
与
等
﹈

　

臨
時
職
員
の
給
与
の
取
扱
要

綱
に
よ
り
ま
す
。

﹇
選
考
試
験
﹈

（
小
論
文
及
び
面
接
試
験
）

　

申
し
込
み
さ
れ
た
方
は
平
成

18
年
３
月
18
日
（
土
）
午
前
９

時
ま
で
に
役
場
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
総
務
課
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�
問
�
合
�
�
先

�

大
間
町
教
育
委
員
会
総
務
課

�

�
37

�
�
�
�
�

 

�
奨
学
金
係
�

　

大
間
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
期
日
ま
で

に
関
係
書
類
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
添
付
書
類
に
よ
っ
て

は
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

﹇
貸
与
資
格
﹈

　

大
間
町
に
居
住
す
る
者
の
子

弟
で
、
高
等
学
校
並
び
に
同
等

以
上
の
学
校
及
び
町
長
が
適
当

と
認
め
た
各
種
養
成
機
関
（
専

門
学
校
）
に
在
学
す
る
者
。

﹇
募
集
期
間
﹈

　

平
成
18
年
４
月
３
日
（
月
）

か
ら
４
月
28
日
（
金
）
ま
で

﹇
貸
与
金
額
﹈

　

高
校
生
…
月
額
１
万
５
千
円

　

大
学
生
…
月
額
３
万
円

　

（
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・

大
学
院
を
含
む
）

﹇
貸
与
期
間
﹈

　

各
学
校
と
も
在
学
学
校
の
正

規
な
修
業
期
間

﹇
提
出
書
類
﹈

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書
（
教
育

委
員
会
の
用
紙
）

②
在
学
証
明
書
（
在
学
学
校
に

て
発
行
し
た
も
の
）

③
奨
学
生
の
戸
籍
謄
本
（
役
場

戸
籍
に
て
発
行
し
た
も
の
）

④
保
護
者
等
の
前
年
度
所
得
証

明
書
及
び
納
税
証
明
書
（
役
場

税
務
課
に
て
発
行
し
た
も
の
）

※
保
護
者
等
…
独
立
の
生
計
を

営
み
奨
学
金
償
還
の
責
め
を

負
う
こ
と
の
で
き
る
者

⑤
連
帯
保
証
人
の
前
年
度
所

得
証
明
書
及
び
納
税
証
明
書

（
役
場
税
務
課
に
て
発
行
し

た
も
の
）

※
連
帯
保
証
人
…
大
間
町
に
居

住
す
る
者
で
独
立
の
生
計
を

営
み
奨
学
金
償
還
の
責
め
を

負
う
こ
と
の
で
き
る
者

⑥
奨
学
生
推
薦
書
（
教
育
委
員

会
の
用
紙
）

・
卒
業
し
た
学
校
の
推
薦
書

（
開
封
無
効
証
明
の
も
の
）

※
遠
方
の
学
校
で
期
日
ま
で
間

に
合
わ
な
い
場
合
は
事
前
に

連
絡
く
だ
さ
い

﹇
選
考
基
準
﹈

　

品
行
方
正
、
学
業
優
秀
な

者
で
、
健
康
状
態
及
び
家
庭
事

情
、
保
護
者
・
連
帯
保
証
人
が

公
的
債
務
を
履
行
し
（
税
金
等

納
付
済
み
で
あ
る
こ
と
）
、
奨

学
金
償
還
の
責
任
を
負
う
こ
と

が
で
き
る
か
等
、
ま
た
学
校
長

等
が
奨
学
生
と
し
て
推
薦
し
た

者
を
、
総
合
的
に
判
断
の
う
え

選
考

﹇
貸
与
決
定
﹈

　

奨
学
生
選
考
委
員
会
に
諮
り

５
月
下
旬
ご
ろ
決
定
通
知
書
を

送
付

　

平
成
17
年
度
分
の
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
期
限
は
５
月
１

日
で
す
。
未
納
期
間
は
、
納

付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
す
る

と
、
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

未
納
期
間
が
あ
る
と
将
来

受
け
る
年
金
が
減
額
さ
れ
た

り
、
万
一
の
ケ
ガ
や
病
気
に

よ
る
障
害
基
礎
年
金
、
あ
る
い

は
子
の
あ
る
妻
や
子
を
残
し
て

一
家
を
支
え
る
加
入
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
未
納
が
な
い
か
お
手
元

の
納
付
書
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

納
め
る
場
所
は
、
納
付
書

に
現
金
を
添
え
て
、
各
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
納
め
る
方
法
と
し
て

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
毎
月

納
め
る
場
合
、
翌
月
末
の
引
き

落
し
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
口

座
振
替
の
早
割
制
度
で
当
月
末

引
き
落
し
に
す
る
と
、
毎
月
50

円
（
平
成
18
年
度
）
割
引
と
な

り
ま
す
。
そ
の
他
お
得
な
１
年

ま
た
は
６
ヵ
月
分
の
前
納
制
度

も
あ
り
ま
す
が
、
口
座
振
替
で

前
納
し
た
場
合
は
現
金
で
納
め

る
よ
り
割
引
額
が
増
え
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く

の
金
融
機
関
、社
会
保
険
事
務
所
、

役
場
住
民
福
祉
課
へ
ど
う
ぞ
。

﹇
採
用
予
定
人
員
﹈

　

臨
時
事
務
員　

若
干
名

﹇
応
募
資
格
﹈

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
以

上
の
学
力
を
有
す
る
者

﹇
応
募
書
類
﹈

・
大
間
町
臨
時
事
務
員
公
募
申

込
書
（
役
場
総
務
課
に
あ
り

ま
す
。
）

・
添
付
書
類
（
履
歴
書
）

﹇
応
募
締
切
り
日
時
﹈

　

平
成
18
年
３
月
15
日
（
水
）

午
後
５
時
ま
で
（
郵
送
に
よ
る

場
合
は
書
留
で
同
時
刻
必
着
）

﹇
採
用
期
間
﹈

　

平
成
18
年
４
月
３
日
か
ら

平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
の
約

６
ヶ
月
勤
務
と
な
り
ま
す
。

﹇
勤
務
場
所
﹈

　

大
間
町
役
場
及
び
町
の
公
所

﹇
勤
務
日
・
勤
務
時
間
等
﹈

●
土
曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日
等

は
休
日
と
な
り
ま
す
。

●
勤
務
時
間
は
、
大
間
町
職
員

の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規

程
に
よ
り
ま
す
。

●
年
次
有
給
休
暇
（
10
日
）
等

役
場
臨
時
職
員�
�

�

募
集
�
�
知
�
�

平
成
18
年
度�
�

�
�

奨
学
生
募
集

国
民
年
金
保
険
料
�
未

納
�
�
�
�
�
�
�
�
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●海峡保養センター
　 【営業時間】

　　午前９時～午後９時

●養老センター
　 【営業時間】

　　午前９時～午後８時

　 【今月の休館日】

　　７日・14日・21日・28日

○便利でお得な、割引回数券のご利用

　をおすすめします。

○保養センター玄関前への駐車はご遠

　慮ください。

お問い合わせ先　　東日本フェリー大間事務所　
　　　　　　　　　 TEL0175－37－3111

３／８ ３／９　
～３／14 ３／15 ３／16～

大 間 発
07：10 ○ × ×

通常運行
13：50 × × ×

函 館 発
09：30 × × ×

通常運行
16：20 × × ○

○印は運行致します。　　×は運休致します。

（注）３／８は大間発07：10が函館着後運休となります。
　　　３／15は函館発16：20からの運行再開となります。

函館／大間航路は
就航船舶法定検査
の為運休します

函館／大間航路は
就航船舶法定検査
の為運休します

現　　　行

精神通院医療
（精神保健福祉法）

更生医療
（身体障害者福祉法）

育成医療
（児童福祉法）

見直し後

●支給認定の手続きを共通化
●利用者負担の仕組みを共通化
●指定医療機関制度の導入

●医療の内容や、支給認定の実施主
体（※）については、現行どおり

　※精神、育成→都道府県
　　更　　　生→市町村

平成 18年

４月に新体

系に移行

自
立
支
援
医
療
制
度

■自立支援医療の対象者、利用者負担と軽減措置

●対象者は、従来の精神通院医療、育成医療、更正医療の対象となる方と同様の疾病を有する者（一

定所得以上の者を除く）。（対象疾病は従来の対象疾病の範囲どおり）

●基本は１割の定率負担ですが、低所得世帯の方だけでなく、一定の負担能力があっても、継続的に

相当額の医療費負担が生じる人々、（高額治療継続者〈いわゆる「重度かつ継続」〉）にもひと月当た

りの負担に上限額を設定するなどの負担軽減策を講じています。

●入院時の食費（標準負担額相当）については、入院と通院の公平を図る視点から原則自己負担とな

ります。

 お問い合わせ先　役場住民福祉課　３７－２１１１

平成18年４月、障害者自立支援法が施行され、
障害に係る公費負担医療は自立支援医療に変わります
平成18年４月、障害者自立支援法が施行され、
障害に係る公費負担医療は自立支援医療に変わります
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人 口 男 女 世 帯 数

総数 6,473(－18) 3,259(－６) 3,214(－12) 2,460(－６)

大間 4,905(－11) 2,459(－４) 2,446(－７) 1,928(－５)

奥戸 1,343(－６) 　685(－２) 　658(－４) 　461(－１)

材木 　225(－１) 　115(±０) 　110(－１) 　 71(±０)

坂本　文雄　86 才　　小林　　貢　74 才
笠井　亀雄　86 才　　佐々木りつ　86 才
熊谷きくゑ　86 才　　佐々木キヱ　89 才
竹内　祐司　63 才　　藤枝　まさ　90 才
南　　幸一　92 才　　細川　とき　78 才
髙橋千惠子　68 才

「
戸
籍
の
窓
」
に
は
大
間

町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
の
出
生
、
死
亡
、
結

婚
に
つ
い
て
記
載
し
ま
す

が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
尊
重
す
る
意
味
で
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
人
は
届
出

の
際
に
係
に
申
し
出
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

( 新田　竜介（大間町）  岡村　　愛（佐井村）

天内　真
ま

翔
さと

（真範）　　伊藤　輝
そ

星
ら

（真一）
柴田　　海

かい

（次男）　　
　

今
月
は
、
剣
道
大
会
の

様
子
を
載
せ
て
い
ま
す
が
、

年
々
参
加
者
が
多
く
な
り
、

優
勝
ま
で
の
試
合
数
も
多
く

な
る
な
か
、
常
に
緊
張
し
た

状
態
で
個
人
戦
・
団
体
戦
を

戦
う
選
手
の
皆
さ
ん
に
は
感

心
す
る
ば
か
り
。

　

一
方
、
自
分
は
、
カ
メ

ラ
を
下
げ
少
し
う
ろ
つ
く
と

す
ぐ
に
肩
が
凝
り
、
集
中
力

は
切
れ
、
決
定
的
な
瞬
間
は

ち
ょ
う
ど
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
か

ら
目
を
離
し
た
と
き
な
ど
、

精
神
力
の
差
を
痛
感
し
た
一

日
で
し
た
。 

（
イ
チ
）

役
場
企
画
調
整
課
広
報
係　

電
話
37

－

２
１
１
１

「
わ
が
家
の
め
ん
こ
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
お
子
さ
ん
を
町
報

に
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

　北通り地域の、幾世代にもわたり受け継がれてきた民俗芸能や郷
土芸能をご覧になりませんか。

主催　大間町教育委員会、風間浦村教育委員会、佐井村教育委員会
　　　北通り総合文化センター「ウイング」

期日　平成18年３月５日（日）午後１時　開演

場所　北通り総合文化センター「ウイング」

出演団体　大 間 町　　大間郷土芸能保存会、奥戸郷土芸能保存会
　　　　　風間浦村　　うみねこ子ども会、蛇浦神楽会
　　　　　佐 井 村　　原田共済会、古佐井共済会

第２回 

北通り地域郷土芸能発表会
 開催


